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一　
解
題

本
稿
は
、
江
戸
中
期
の
成
立
と
さ
れ
る
九
州
産
業
大
学
図
書
館
蔵
「
百
人
一

首
か
る
た
」
に
つ
い
て
、
詠
者
の
姿
を
描
い
た
歌
仙
絵
を
伴
う
江
戸
時
代
の
代

表
的
な
『
百
人
一
首
』
版
本
と
比
較
し
つ
つ
、
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
１　
書
誌

今
回
紹
介
す
る
「
百
人
一
首
か
る
た
」
は
、
九
州
産
業
大
学
図
書
館
が
平
成

三
一
年
に
受
け
入
れ
た
カ
ル
タ
で
、
江
戸
中
期
に
成
っ
た
と
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
。こ

の
九
州
産
業
大
学
図
書
館
蔵
「
百
人
一
首
か
る
た
」（
以
下
「
九
産
大
本
」）

の
書
誌
を
以
下
に
記
す
。

【
体
裁
】	

読
札
（
絵
札
）・
取
札
共
各
一
〇
〇
。
八
・
五
×
六
糎
。	

絵
札
：
紙
本
金
銀
泥
極
彩
色
画
、
取
札
：
紙
本
金
泥
下
絵
入
料
紙
。

内
帙
。
黒
塗
箱
（
一
一
・
五
×
一
六
・
三
×
一
五
糎
）
入
り
。

【
書
名
】
古
書
店
の
目
録
に
よ
る
。

【
請
求
記
号
】
９
１
１
．
１
４
７
／
Ｈ
９
９
／
１
０

【
資
料
Ｉ
Ｄ
】
１
０
９
４
６
９
４
３

　
　
２　
歌
仙
絵

江
戸
時
代
前
期
に
広
く
用
い
ら
れ
た
代
表
的
な
百
人
一
首
の
歌
仙
絵
は
、
森

暢
氏
に
よ
っ
て
次
の
三
つ
の
版
本
を
中
心
と
す
る
三
系
統
に
分
類
さ
れ
た

（
註
１
）。

（1）	

素
庵
本
百
人
一
首
（
以
下
「
素
庵
本
」）

	

　

現
存
最
古
の
歌
仙
絵
入
百
人
一
首
。
元
和
～
寛
永
頃
の
成
立
と
推
定
さ

れ
る
。

（2）	
延
宝
六
年
刊
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』（
以
下
『
像
讃
抄
』）

	

　

細
川
幽
斎
注
に
菱
川
師
宣
画
の
絵
入
注
釈
書
。

（3）	

長
谷
川
光
信
画
百
人
一
首（
以
下「
光
信
本
」）

【
論
文
】

　
　
　

九
州
産
業
大
学
図
書
館
蔵
「
百
人
一
首
か
る
た
」（911.147/H

99/10

）
―
解
題
と
翻
刻
―

宮　
　

﨑　
　

裕　
　

子
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享
保
一
二
年
刊
。

	
　

堀
内
忠
兵
衛
編
・
長
谷
川
光
信
画
の
女
性
向
け
往
来
物
。
書
名
不
明
。

	
　

所
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
上
田
市
立
上
田
図
書
館
花
月
文
庫
蔵

（
註
２
）の	

　

一
本
の
み
。

素
庵
本

（
註
３
）・『

像
讃
抄

（
註
４
）』・

光
信
本
と
九
産
大
本
の
歌
仙
絵
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、

九
産
大
本
の
絵
札
に
描
か
れ
た
歌
仙
絵
は
素
庵
本
に
最
も
近
似
す
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
江
戸
時
代
に
制
作
さ
れ
た
百
人
一
首
カ
ル
タ
の
歌
仙
絵
の
多
く
は
、

素
庵
本
と
同
本
の
系
統
と
見
な
さ
れ
る
『
尊
円
百
人
一
首
』（
以
下
「
尊
円
本
」）

の
絵
を
手
本
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
九
産
大
本
も
そ
の
よ
う
な
カ

ル
タ
の
一
つ
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
九
産
大
本
の
歌
仙
絵
は
素
庵
本
・
尊
円
本

（
註
５
）、

い
ず
れ
の
影
響
を

よ
り
大
き
く
受
け
て
い
る
の
か
。
三
本
の
絵
の
構
図
等
を
比
較
し
、
そ
の
結
果

を
整
理
し
た
の
が
、
次
の
表
１
で
あ
る
。

　

◇	

九
産
大
本
の
欄
に
は
、
素
庵
本
・
尊
円
本
の
双
方
と
同
じ
構
図
で
あ
れ
ば
「
○
」
を
、

差
異
が
あ
る
場
合
は
相
違
点
を
記
し
た
。

　

◇	

素
庵
本
・
尊
円
本
の
欄
に
は
、
九
産
大
本
と
同
じ
構
図
で
あ
れ
ば
「
○
」
を
、
差
異

が
あ
る
場
合
は
相
違
点
を
記
し
た
。

　

◇
詠
者
名
の
欄
に
は
九
産
大
本
の
表
記
を
記
載
し
た
。

　

◇	

素
庵
本
・
尊
円
本
に
比
べ
る
と
、
九
産
大
本
に
は
髭
の
あ
る
男
性
が
少
な
い
傾
向
が

見
え
る
た
め
、
髭
の
有
無
そ
の
も
の
は
差
異
に
含
め
な
か
っ
た
。

　

◇	

九
産
大
本
・
素
庵
本
で
は
皇
族
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
人
物
が
皇
族
用
の
繧う

ん
げ
ん
べ
り

繝
縁
の
畳

に
座
っ
た
姿
で
描
か
れ
、
臣
下
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
人
物
は
畳
に
座
ら
な
い
姿
で
描

か
れ
て
い
る
が
、
尊
円
本
で
は
皇
族
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
人
物
が
繧
繝
縁
の
畳
、
臣

下
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
人
物
は
高
麗
縁
の
畳
に
座
っ
た
姿
で
描
か
れ
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
畳
に
関
し
て
は
、
あ
る
本
で
繧
繝
縁
の
畳
に
座
ら
せ
ら
れ
て
い
る
歌
人
が

他
本
で
は
高
麗
縁
の
畳
に
座
ら
せ
ら
れ
て
い
る
、
も
し
く
は
、
畳
無
し
の
状
態
で
描

か
れ
て
い
る
場
合
に
限
り
、
相
違
点
と
し
て
挙
げ
た
。

　

◇
次
の
よ
う
な
些
細
な
違
い
は
差
異
と
見
做
さ
な
か
っ
た
。

　
　
［
例
１
］	

顔
の
傾
き
具
合
（
顔
を
や
や
上
向
き
に
傾
け
て
い
る
、
い
な
い
の
違
い
等
）。

　
　
［
例
２
］	

手
の
位
置
の
若
干
の
ず
れ
（
袖
の
位
置
が
胸
元
か
、
首
の
下
付
近
か
の
違

い
等
）。

　
　
［
例
３
］	

扇
の
持
ち
方
（
上
向
き
に
持
つ
か
、
下
向
き
に
持
つ
か
の
違
い
等
）。
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【表１】

歌番号 詠者名 九産大本 素庵本 尊円本
1 天智天皇 ○ ○ ○
2 持統天皇 ○ ○ ○
3 柿本人丸 ○ ○ ○
4 山辺赤人 ○ ○ ○
5 猿丸大夫 ○ ○ ○
6 中納言家持 ○ ○ ○
7 安倍仲麿 ○ ○ ○
8 喜撰法師 右手に扇を持つ。貴人坐。 扇無し。左立膝。 扇無し。左立膝。
9 小野小町 顔は左向き。 上体を左下に傾ける。 上体を左下に傾ける。

10 蝉丸 両袖を胸の前で交差。扇
無し。

右手を右頬に当てて、左
手は膝の上に置く。右手
に扇を持つ。

右手を右頬に当てて、左
手は膝の上に置く。右手
に扇を持つ。

11 参議篁 ○ ○ ○
12 僧正遍昭 扇無し。 右手に扇を持つ。 右手に扇を持つ。
13 陽成院 ○ ○ ○
14 河原左大臣 右手は下ろした状態。 右袖を顎に当てている。 右袖を顎に当てている。
15 光孝天皇 ○ ○ ○
16 中納言行平 ○ ○ ○

17 在原業平朝臣
体は右向き。右手を胸元
に上げ、左袖は足の上に
位置する。

○ 体は左向き。両手は膝の
辺りに置く。

18 藤原敏行朝臣 ○ ○ ○

19 伊勢 両袖を胸の前で合わせる。 左袖を口元に当て、右手
は足元に下ろす。

左袖を口元に当て、右手
は足元に下ろす。

20 元良親王 ○ ○ ○
21 素性法師 ○ ○ ○
22 文屋康秀 ○ ○ ○
23 大江千里 ○ ○ ○
24 菅家 ○ ○ ○
25 三条右大臣 ○ ○ ○
26 貞信公 ○ ○ ○
27 中納言兼輔 笏無し。（註６） ○ 右手に笏を持つ。
28 源宗于朝臣 ○ ○ ○
29 凡河内躬恒 ○ ○ ○
30 壬生忠岑 笏無し。 右手に笏を持つ。 右手に笏を持つ。
31 坂上是則 ○ ○ ○

32 春道列樹 右手を右足の外側に下ろ
す。 右手が胸の前に位置する。 右手が胸の前に位置する。

33 紀友則 足元に笏が置かれている。 ○ 笏無し。
34 藤原興風 ○ ○ ○
35 紀貫之 ○ ○ ○
36 清原深養父 右手は胸の前に位置する。 右手は右膝の上に置く。 右手は右膝の上に置く。
37 文屋朝康 ○ ○ ○
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歌番号 詠者名 九産大本 素庵本 尊円本
38 右近 ○ ○ ○

39 参議等 弓有り、矢無し。右袖は
胸の下付近に位置する。

弓矢ともに有り。右手は足
の上付近に置かれた状態。

弓矢ともに有り。右手で
髭を掴む。

40 平兼盛 ○ ○ ○
41 壬生忠見 扇無し。 右手に扇を持つ。 右手に扇を持つ。
42 清原元輔 ○ ○ ○
43 権中納言敦忠 ○ ○ ○
44 中納言朝忠 ○ ○ ○

45 謙徳公 帯刀する。扇無し。 帯刀しない。左手に扇を
持つ。

帯刀しない。左手に扇を
持つ。

46 曽祢好忠 ○ ○ ○
47 恵慶法師 ○ ○ ○

48 源重之 顔は左向き。扇無し。 正面を向く。左手に扇を
持つ。

正面を向く。左手に扇を
持つ。

49 大中臣能宣 ○ ○ ○
50 藤原義孝 ○ ○ ○
51 藤原実方 ○ ○ ○
52 藤原道信朝臣 ○ ○ ○

53 右大将道綱母
上体は傾けず、顔は右向
き。 左手を首の辺りに上
げている。

上体を右下にやや傾け、
右手を口の辺りに上げる。

上体を右下にやや傾け、
右手を口の辺りに上げる。

54 儀同三司母 ○ ○ ○
55 大納言公任 ○ ○ ○
56 和泉式部 ○ ○ ○

57 紫式部 右手を首の辺りに上げ、
顔は左を向く。

両袖を袴の上辺りの位置
で揃え、顔はやや左下を
向く。

両袖を袴の上辺りの位置
で揃え、顔はやや左下を
向く。

58 大貳三位 ○ ○ ○

59 赤染衛門 繧繝縁の畳。顔は左下向
き。 畳無し。顔は右下向き。 ○

60 小式部内侍
扇は首の辺りに位置する。
上体は傾けず、顔は左下
向き。

口を扇で隠し、上体を左
下に傾ける。

口を扇で隠し、上体を左
下に傾ける。

61 伊勢大輔 左手を胸の辺りに上げる。 左袖を口元に当てる。 左袖を口元に当てる。
62 清少納言 ○ ○ ○

63 左京大夫道雅 帯刀しない。両袖は腹部
の前に位置する。

帯刀する。右手を胸の辺
りに上げる。

帯刀する。右手を胸の辺
りに上げる。

64 権中納言定頼 ○ ○ ○
65 相模 ○ ○ ○
66 大僧正行尊 数珠無し。 両手で数珠を持つ。 両手で数珠を持つ。
67 周防内侍 ○ ○ ○
68 三条院 ○ ○ ○

69 能因法師
左膝を立て、左手をその
上に置く。右手は胸の辺
りに上げる。

貴人坐。右袖を口元に当
て、左手は左膝の辺りに
位置する。

貴人坐。右袖を口元に当
て、左手は左膝の辺りに
位置する。

70 良暹法師 数珠無し。 右手に数珠を持つ。 右手に数珠を持つ。
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歌番号 詠者名 九産大本 素庵本 尊円本
71 大納言経信 ○ ○ ○

72 祐子内親王家紀伊
繧繝縁の畳に座り、几帳
で半身を隠す。体は右向
き。右袖は描かれていな
い。

繧繝縁の畳に座り、几帳
で半身を隠す。体は右向
き。右袖を上げる。

高麗縁の畳に座る。几帳
無し。体は左向き。右手
に扇を持ち、左袖を口元
に当てる。

73 権中納言匡房 貴人坐のような後ろ姿。 右膝を立てているような
後ろ姿。

右膝を立てているような
後ろ姿。

74 源俊頼朝臣 左手を左膝の外側に下ろ
す。 左手で髭に触れる。 左手で髭に触れる。

75 藤原基俊 ○ ○ ○
76 法性寺入道前関白太政大臣 ○ ○ ○
77 崇徳院 ○ ○ ○
78 源兼昌 ○ ○ ○
79 左京大夫顕輔 ○ ○ ○

80 待賢門院堀河 畳なし。顔も体も右向き、
右手の袖で口元を隠す。

繧繝縁の畳。体は右向き、
顔は左向き。右袖は、体
からやや離して胸の高さ
まで上げている。

繧繝縁の畳。体も顔も右
向き。 右袖は肩よりも下
の位置にある。

81 後徳大寺左大臣 ○ ○ ○

82 道因法師
数珠無し。右手を首付近
まで上げ、左袖は膝の上
辺りに位置する。

右袖を右膝の上に置き、
右手に数珠を持つ。左手
は胸の辺りまで上げる。

右袖を右膝の上に置き、
右手に数珠を持つ。左手
は胸の辺りまで上げる。

83 皇太后宮大夫俊成 右手に扇を持つ。 扇無し。 扇無し。
84 藤原清輔朝臣 扇無し。 右手に扇を持つ。 右手に扇を持つ。
85 俊恵法師 数珠無し。 両手で数珠を持つ。 両手で数珠を持つ。

86 西行法師 両袖を胸の前に上げて合
わせている。

両手を袖から出して、両
膝の上に置く。

両手を袖から出して、両
膝の上に置く。

87 寂蓮法師 ○ ○ ○
88 皇嘉門院別当 ○ ○ ○
89 式子内親王 ○ ○ ○

90 殷富門院大夫 上体は傾けず、顔をやや
左に向ける。

上体をやや右に傾けて、
左上を仰ぎ見るような姿
勢。

上体をやや右に傾けて、
左上を仰ぎ見るような姿
勢。

91 後京極摂政太政大臣 ○ ○ ○

92 二条院讃岐 両袖は膝の上辺りに位置
する。

右手を肩付近に上げてい
る。

右手を肩付近に上げてい
る。

93 鎌倉右大臣 ○ ○ ○
94 参議雅経 ○ ○ ○
95 前大僧正慈圓 ○ ○ ○
96 入道前太政大臣 笏無し。 右手に笏を持つ。 右手に笏を持つ。
97 権中納言定家 ○ ○ ○

98 従二位家隆
平礼烏帽子らしきものを
被る。左手は首の下、右
手は胸の辺りに上げてい
る。

烏帽子を被る。両手とも
足の辺りまで下ろした状
態。

烏帽子を被る。両手とも
足の辺りまで下ろした状
態。

99 後鳥羽院 ○ ○ ○
100 順徳院 ○ ○ ○
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表
１
に
記
載
し
た
歌
仙
絵
の
相
違
点
を
集
計
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

素
庵
本
・
尊
庵
本
の
い
ず
れ
と
も
構
図
が
異
な
る
絵
札････	

34
枚

　

素
庵
本
と
の
み
構
図
が
異
な
る
絵
札･･････････････････	

１
枚

　

尊
円
本
と
の
み
構
図
が
異
な
る
絵
札･･････････････････	

３
枚

　
　
　
　

＊

ま
た
、
皇
族
が
使
用
す
る
繧
繝
縁
の
畳
に
座
ら
せ
ら
れ
て
い
る
か
、
い
な
い

か
は
、
当
該
人
物
を
皇
族
と
見
做
す
か
、
臣
下
と
見
做
す
か
と
い
う
解
釈
の
違

い
に
関
わ
る
部
分
で
あ
り
、
誤
写
の
可
能
性
や
絵
師
の
好
み
に
影
響
さ
れ
る
要

素
が
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
保
元
の
乱
を
起
こ
し
て
讃
岐
に
配
流

さ
れ
、
上
皇
で
あ
り
な
が
ら
、
繧
繝
縁
の
畳
に
座
ら
な
い
姿
で
描
か
れ
る
こ
と

も
多
か
っ
た
崇
徳
院

（
註
７
）、

臣
下
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
内
親
王
」「
門
院
」

と
い
う
皇
族
女
性
を
示
す
語
が
呼
称
に
含
ま
れ
る
こ
と
や
、
皇
族
女
性
の
呼
び

名
に
似
た
女
房
名
ゆ
え
の
誤
解
に
よ
っ
て
皇
族
扱
い
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

（
註
８
）女

房
階
級
の
女
性
た
ち
三
名
の
歌
仙
絵
に
つ
い
て
、
繧
繝
縁
の
畳
の
有
無
を
次
の

表
２
に
抽
出
し
た
。

【
表
２
】

歌
番
号

詠
者
名

九
産
大
本

素
庵
本

尊
円
本

59

赤
染
衛
門

有

無

有

72

祐
子
内
親
王
家
紀
伊

有

有

無

77

崇
徳
院

無

無

無

80

待
賢
門
院
堀
河

無

有

有

　
　
　
　

＊

こ
の
よ
う
に
、
表
１
・
２
の
集
計
結
果
で
は
、
九
産
大
本
の
歌
仙
絵
が
素
庵

本
・
尊
円
本
の
ど
ち
ら
に
よ
り
近
似
し
て
い
る
の
か
、
判
断
し
難
い
。

素
庵
本
と
の
み
構
図
が
異
な
る
絵
札
は
一
枚
、
尊
円
本
と
の
み
構
図
が
異
な

る
絵
札
は
三
枚
で
あ
り
（
表
１
）、
わ
ず
か
二
枚
の
差
に
有
意
性
を
認
め
る
の

は
無
理
が
あ
る
。
し
か
も
、
繧
繝
縁
の
畳
の
有
無
に
関
し
て
は
、
素
庵
本
の
み

と
同
じ
解
釈
、
尊
円
本
の
み
と
同
じ
解
釈
が
一
例
ず
つ
見
ら
れ
、
近
似
性
の
差

が
無
い
。

　
　
３　
和
歌
本
文
及
び
詠
者
名

九
産
大
本
は
写
本
で
あ
る
が
、
現
行
の
百
人
一
首
カ
ル
タ
と
比
較
し
て
も
、

和
歌
本
文
に
誤
写
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
異
同
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
現
行
の
百

人
一
首
カ
ル
タ
と
は
本
文
が
若
干
異
な
る
和
歌
を
含
ん
で
い
る
が
、
そ
も
そ
も
、

『
百
人
一
首
』
の
和
歌
本
文
に
は
複
数
の
伝
本
や
注
釈
書
に
共
通
す
る
異
同
が

あ
り
、
九
産
大
本
の
異
同
も
そ
の
範
疇
に
収
ま
っ
て
い
る
。

素
庵
本
と
尊
円
本
の
和
歌
本
文
に
も
、
現
行
の
百
人
一
首
カ
ル
タ
と
の
異
同

は
さ
ほ
ど
多
く
な
く
、
九
産
大
本
・
素
庵
本
・
尊
円
本
の
和
歌
本
文
か
ら
現
行

の
百
人
一
首
カ
ル
タ
と
異
な
る
箇
所
を
抜
き
出
し
て
整
理
す
る
と
、
次
表
３
の

よ
う
に
な
る
。

　

◇	

歴
史
的
仮
名
遣
い
等
に
か
か
わ
る
平
仮
名
表
記
の
違
い
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

　

◇	

同
一
の
語
の
漢
字
表
記
・
平
仮
名
表
記
の
別
、
撥
音
「
む
」「
ん
」
の
表
記
の
違
い
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は
異
同
に
挙
げ
な
か
っ
た
。

　

◇
濁
点
の
有
無
は
、
異
同
に
挙
げ
な
か
っ
た
。

九
産
大
本
の
和
歌
本
文
が
、
素
庵
本
・
尊
円
本
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
の
は

三
箇
所
、
素
庵
本
と
の
み
異
な
る
の
は
二
箇
所
、
尊
円
本
と
の
み
異
な
る
の
は

五
箇
所
で
あ
る
。
た
だ
し
、
尊
円
本
の
五
五
番
歌
三
句
と
九
九
番
歌
二
句
の
異

文
は
、
明
ら
か
な
誤
謬
で
あ
る
上
に
、
誤
り
を
正
す
た
め
に
施
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
傍
書
に
従
え
ば
、
九
産
大
本
・
素
庵
本
と
同
じ
本
文
に
な
る
た
め
、
九

産
大
本
の
和
歌
本
文
が
尊
円
本
と
の
み
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
実
質
的
に
は
三

箇
所
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
歌
仙
絵
と
同
じ
く
、
和
歌
本
文
に
関
し
て
も
、
素
庵
本
と
尊

円
本
の
間
に
九
産
大
本
と
の
近
似
性
の
差
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
　
　

＊

次
に
、
詠
者
名
表
記
の
相
違
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

九
産
大
本
・
素
庵
本
・
尊
円
本
の
詠
者
名
の
異
同
を
整
理
す
る
と
、
次
表
４

の
よ
う
に
な
る
。

【
表
４
】

歌
番
号
現
行
の
百
人
一
首
カ
ル
タ

九
産
大
本

素
庵
本

尊
円
本

43

権
中
納
言
敦
忠

権
中
納
言
敦
忠

権
中
納
言
敦
忠

中
納
言
敦
忠

49

大
中
臣
能
宣
朝
臣

大
中
臣
能
宣

大
中
臣
能
宣

大
中
臣
能
宣
朝
臣

51

藤
原
実
方
朝
臣

藤
原
実
方

藤
原
実
方
朝
臣

藤
原
実
方
朝
臣

66

前
大
僧
正
行
尊

大
僧
正
行
尊

大
僧
正
行
尊

前
大
僧
正
行
尊

73

権
中
納
言
匡
房

権
中
納
言
匡
房

前
中
納
言
匡
房

前
中
納
言
匡
房

90

殷
富
門
院
大
輔

殷
富
門
院
大
夫

殷
富
門
院
大
輔

殷
富
門
院
大
輔

98

従
二
位
家
隆

従
二
位
家
隆

従
二
位
家
隆

正
三
位
家
隆

　

九
産
大
本
の
詠
者
名
表
記
が
、
素
庵
本
・
尊
円
本
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
の

は
三
例
、
素
庵
本
と
の
み
異
な
る
事
例
は
な
く
、
尊
円
本
と
の
み
異
な
る
の
は

四
例
。
僅
か
な
差
で
は
あ
る
も
の
の
、
詠
者
名
表
記
に
関
し
て
は
、
素
庵
本
の

方
が
九
産
大
本
と
の
共
通
点
が
多
い
。

【
表
３
】

歌
番
号･

句
現
行
の
百
人
一
首
カ
ル
タ

九
産
大
本

素
庵
本

尊
円
本

36
・
四
句

雲
の
い
づ
こ
に

雲
の
い
つ
こ
に

雲
の
い
つ
く
に

雲く
も

の
い
つ
こ
に

49
・
三
句

夜
は
燃
え

よ
る
は
も
え
て

夜
は
も
え

夜よ

は
も
え
て

50
・
結
句

思
ひ
け
る
か
な

思
ひ
け
る
か
な

お
も
ひ
ぬ
る
哉

思
ひ
ぬ
る
か
な

55
・
初
句

瀧
の
音
は

瀧
の
を
と
は

瀧
の
糸
は

瀧た
き

の
音を

と
は

55
・
三
句

な
り
ぬ
れ
ど

成
ぬ
れ
と

な
り
ぬ
れ
と

成な
り

ぬ
れ
はと

57
・
結
句

夜
半
の
月
か
な

夜
半
の
月
か
け

夜
半
の
月
影

夜
半
の
月つ

き
か
な哉

68
・
二
句

憂
き
世
に

う
き
世
に

此
世
に

こ
の
世よ

に

70
・
四
句

い
づ
こ
も
同
じ

い
つ
く
も
お
な
し

い
つ
く
も
お
な
し

い
つ
く
も
お
な
し

74
・
三
句

山
お
ろ
し
よ

山
お
ろ
し

山
下
風

山
お
ろ
し

85
・
三
句

明
け
や
ら
で

あ
け
や
ら
ぬ

明
や
ら
ぬ

明あ
け

や
ら
て

92
・
初
句

我
が
袖
は

わ
か
袖
は

我
袖
は

我わ
が
こ
ひ恋

は※

99
・
二
句

人
も
恨
め
し

人
も
う
ら
め
し

人
も
恨
め
し

人
も
めう

ら
め
し

※
「
恋こ

ひ
」
の
傍
注
に
「
袖そ

で
と
も
」
と
あ
り
。
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二　
翻
刻

　
【
凡
例
】

　
　

１
．
漢
字
は
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。

　
　

２
．
破
損
に
よ
り
判
読
で
き
な
い
文
字
は
「
□
」
で
示
し
た
。

1	

秋
の
田
の
か
り
ほ
の
い
ほ
の
と
ま
を
あ
ら
み
我
こ
ろ
も
手
は
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ	

天
智
天
皇

2	

春
す
き
て
夏
き
に
け
ら
し
白
妙
の
衣
ほ
す
て
ふ
あ
ま
の
か
く
山	

持
統
天
皇

3	

あ
し
引
の
山
鳥
の
お
の
し
た
り
お
の
な
か
〳
〵
し
夜
を
ひ
と
り
か
も
ね
ん	

柿
本
人
丸

4	

田
子
の
う
ら
に
う
ち
出
て
み
れ
は
白
妙
の
ふ
し
の
た
か
ね
に
雪
は
ふ
り
つ
ゝ	

山
辺
赤
人

5	

お
く
山
に
も
み
ち
ふ
み
わ
け
な
く
し
か
の
こ
ゑ
き
く
と
き
そ
秋
は
か
な
し
き	

猿
丸
大
夫

6	

か
さ
ゝ
き
の
わ
た
せ
る
は
し
に
を
く
し
も
の
し
ろ
き
を
み
れ
は
夜
そ
ふ
け
に
け
る	

中
納
言
家
持

7	

あ
ま
の
原
ふ
り
さ
け
み
れ
は
か
す
か
な
る
み
か
さ
の
山
に
い
て
し
月
か
も	

安
倍
仲
麿

8	

我
い
ほ
は
み
や
こ
の
た
つ
み
し
か
そ
す
む
世
を
う
ち
山
と
人
は
い
ふ
也	

喜
撰
法
師

9	

花
の
色
は
う
つ
り
に
け
り
な
い
た
つ
ら
に
わ
か
身
世
に
ふ
る
な
か
め
せ
し
ま
に	

小
野
小
町

10	

こ
れ
や
こ
の
行
も
か
へ
る
も
わ
か
れ
て
は
し
る
も
し
ら
ぬ
も
あ
ふ
さ
か
の
せ
き	

蝉
丸

11	

わ
た
の
原
八
十
嶋
か
け
て
こ
き
出
ぬ
と
人
に
は
つ
け
よ
あ
ま
の
つ
り
ふ
ね	

参
議
篁

12	

あ
ま
つ
か
せ
雲
の
か
よ
ひ
ち
吹
と
ち
よ
を
と
め
の
す
か
た
し
は
し
と
ゝ
め
ん	
僧
正
遍
昭

13	

つ
く
は
ね
の
み
ね
よ
り
お
つ
る
み
な
の
河
恋
そ
つ
も
り
て
ふ
ち
と
な
り
け
る	
陽
成
院

14	

み
ち
の
く
の
し
の
ふ
も
ち
す
り
た
れ
ゆ
へ
に
み
た
れ
そ
め
に
し
我
な
ら
な
く
に	

河
原
左
大
臣

15	

君
か
た
め
春
の
ゝ
に
い
て
ゝ
わ
か
な
つ
む
我
こ
ろ
も
手
に
雪
は
ふ
り
つ
ゝ	

光
孝
天
皇

16	

立
わ
か
れ
い
な
は
の
山
の
み
ね
に
お
ふ
る
ま
つ
と
し
き
か
は
い
ま
か
へ
り
こ
ん	

中
納
言
行
平

17	

千
は
や
ふ
る
神
よ
も
き
か
す
た
つ
た
河
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
水
く
ゝ
る
と
は	

在
原
業
平
朝
臣

18	

す
み
の
え
の
き
し
に
よ
る
な
み
よ
る
さ
へ
や
夢
の
か
よ
ひ
ち
人
め
よ
く
ら
ん	

藤
原
敏
行
朝
臣

19	

な
に
は
か
た
み
し
か
き
あ
し
の
ふ
し
の
ま
も
あ
は
て
こ
の
よ
を
す
く
し
て
よ
と
や	

伊
勢

20	

わ
ひ
ぬ
れ
は
今
は
た
お
な
し
な
に
は
な
る
身
を
つ
く
し
て
も
あ
は
ん
と
そ
思
ふ	

元
良
親
王

21	

今
こ
ん
と
い
ひ
し
は
か
り
に
長
月
の
有
明
の
月
を
ま
ち
い
て
つ
る
か
な	

素
性
法
師

22	

吹
か
ら
に
秋
の
草
木
の
し
ほ
る
れ
は
む
へ
山
か
せ
を
あ
ら
し
と
い
ふ
ら
ん	

文
屋
康
秀

23	

月
み
れ
は
千
々
に
も
の
こ
そ
か
な
し
け
れ
わ
か
身
ひ
と
つ
の
秋
に
は
あ
ら
ね
と	

大
江
千
里

24	

こ
の
た
ひ
は
ぬ
さ
も
と
り
あ
へ
す
手
向
山
も
み
ち
の
に
し
き
神
の
ま
に
〳
〵	

菅
家

25	

な
に
し
お
は
ゝ
あ
ふ
さ
か
山
の
さ
ね
か
つ
ら
人
に
し
ら
れ
て
く
る
よ
し
も
か
な	

三
条
右
大
臣

26	

を
く
ら
山
み
ね
の
も
み
ち
は
心
あ
ら
は
い
ま
一
た
ひ
の
み
ゆ
き
ま
た
な
ん	

貞
信
公

27	

み
か
の
原
わ
き
て
な
か
る
ゝ
い
つ
み
河
い
つ
み
き
と
て
か
恋
し
か
る
ら
ん	

中
納
言
兼
輔

28	

山
里
は
冬
そ
さ
ひ
し
さ
ま
さ
り
け
る
人
め
も
草
も
か
れ
ぬ
と
お
も
へ
は	

源
宗
于
朝
臣

29	

心
あ
て
に
お
ら
は
や
お
ら
ん
は
つ
霜
の
を
き
ま
と
は
せ
る
し
ら
き
く
の
は
な	

凡
河
内
躬
恒

30	

有
明
の
つ
れ
な
く
み
え
し
わ
か
れ
よ
り
あ
か
つ
き
は
か
り
う
き
も
の
は
な
し	

壬
生
忠
岑

31	

朝
ほ
ら
け
有
明
の
月
と
み
る
ま
て
に
よ
し
野
の
さ
と
に
ふ
れ
る
し
ら
雪	

坂
上
是
則

32	

山
川
に
風
の
か
け
た
る
し
か
ら
み
は
な
か
れ
も
あ
へ
ぬ
も
み
ち
な
り
け
り	

春
道
列
樹

33	

久
か
た
の
ひ
か
り
の
と
け
き
春
の
日
に
し
つ
こ
ゝ
ろ
な
く
は
な
の
ち
る
ら
ん	

紀
友
則

34	

た
れ
を
か
も
し
る
人
に
せ
ん
高
砂
の
松
も
む
か
し
の
と
も
な
ら
な
く
に	

藤
原
興
風

35	

人
は
い
さ
心
も
し
ら
す
ふ
る
さ
と
は
は
な
そ
む
か
し
の
か
に
に
ほ
ひ
け
る	

紀
貫
之

36	

夏
の
夜
は
ま
た
よ
ひ
な
か
ら
あ
け
ぬ
る
を
雲
の
い
つ
こ
に
月
や
と
る
ら
ん	

清
原
深
養
父

37	

し
ら
露
に
風
の
ふ
き
し
く
秋
の
ゝ
は
つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
玉
そ
ち
り
け
る	

文
屋
朝
康

38	

わ
す
ら
る
ゝ
身
を
は
思
は
す
ち
か
ひ
て
し
人
の
い
の
ち
の
お
し
く
も
有
か
な	

右
近

39	

あ
さ
ち
ふ
の
を
の
ゝ
し
の
は
ら
し
の
ふ
れ
と
あ
ま
り
て
な
と
か
人
の
恋
し
き	

参
議
等

40	

し
の
ふ
れ
と
色
に
出
に
け
り
わ
か
恋
は
も
の
や
お
も
ふ
と
人
の
と
ふ
ま
て	

平
兼
盛

41	

恋
す
て
ふ
わ
か
な
は
ま
た
き
た
ち
に
け
り
ひ
と
し
れ
す
こ
そ
お
も
ひ
そ
め
し
か	

壬
生
忠
見

42	

ち
き
り
き
な
か
た
み
に
袖
を
し
ほ
り
つ
ゝ
す
ゑ
の
ま
つ
山
な
み
こ
さ
し
と
は	

清
原
元
輔

43	

あ
ひ
み
て
の
の
ち
の
心
に
く
ら
ふ
れ
は
む
か
し
は
も
の
を
お
も
は
さ
り
け
り	

権
中
納
言
敦
忠

44	

あ
ふ
こ
と
の
た
え
て
し
な
く
は
中
〳
〵
に
人
を
も
身
を
も
う
ら
み
さ
ら
ま
し	

中
納
言
朝
忠

45	
あ
は
れ
と
も
い
ふ
へ
き
人
は
お
も
ほ
え
て
身
の
い
た
つ
ら
に
な
り
ぬ
へ
き
か
な	

謙
徳
公

46	
ゆ
ら
の
と
を
わ
た
る
ふ
な
人
か
ち
を
た
え
行
衛
も
し
ら
ぬ
恋
の
み
ち
か
な	

曽
祢
好
忠

47	
八
え
む
く
ら
し
け
れ
る
や
と
の
さ
ひ
し
き
に
人
こ
そ
み
え
ね
秋
は
き
に
け
り	

恵
慶
法
師

48	

風
を
い
た
み
岩
う
つ
な
み
の
を
の
れ
の
み
く
た
け
て
も
の
を
思
ふ
こ
ろ
か
な	

源
重
之

49	

み
か
き
も
り
ゑ
し
の
た
く
火
の
よ
る
は
も
え
て
ひ
る
は
き
え
つ
ゝ
も
の
を
こ
そ
お
も
へ	

大
中
臣
能
宣



宮﨑裕子

132（23）

50	

君
か
た
め
お
し
か
ら
さ
り
し
い
の
ち
さ
へ
な
か
く
も
か
な
と
思
ひ
け
る
か
な	

藤
原
義
孝

51	
か
く
と
た
に
え
や
は
い
ふ
き
の
さ
し
も
草
さ
し
も
し
ら
し
な
も
□
る
思
ひ
を	

藤
原
実
方

52	
あ
け
ぬ
れ
は
く
る
ゝ
も
の
と
は
し
り
な
か
ら
な
を
う
ら
め
し
き
あ
さ
ほ
ら
け
か
な	

藤
原
道
信
朝
臣

53	
な
け
き
つ
ゝ
ひ
と
り
ぬ
る
よ
の
あ
く
る
ま
は
い
か
に
ひ
さ
し
き
も
の
と
か
は
し
る	

右
大
将
道
綱
母

54	

わ
す
れ
し
の
行
す
ゑ
ま
て
は
か
た
け
れ
は
け
ふ
を
か
き
り
の
い
の
ち
と
も
か
な	

儀
同
三
司
母

55	

瀧
の
を
と
は
た
え
て
久
し
く
成
ぬ
れ
と
名
こ
そ
な
か
れ
て
な
を
き
こ
え
け
れ	

大
納
言
公
任

56	

あ
ら
さ
ら
む
こ
の
世
の
ほ
か
の
思
ひ
出
に
今
一
た
ひ
の
あ
ふ
こ
と
も
か
な	

和
泉
式
部

57	

め
く
り
あ
ひ
て
み
し
や
そ
れ
と
も
わ
か
ぬ
ま
に
雲
か
く
れ
に
し
夜
半
の
月
か
け	

紫
式
部

58	

有
ま
山
い
な
の
さ
ゝ
は
ら
風
ふ
け
は
い
て
そ
よ
人
を
わ
す
れ
や
は
す
る	

大
弐
三
位

59	

や
す
ら
は
て
ね
な
ま
し
も
の
を
さ
よ
ふ
け
て
か
た
ふ
く
ま
て
の
月
を
み
し
か
な	

赤
染
衛
門

60	

大
え
山
い
く
の
ゝ
み
ち
の
と
を
け
れ
は
ま
た
ふ
み
も
み
す
あ
ま
の
は
し
た
て	

小
式
部
内
侍

61	

い
に
し
へ
の
な
ら
の
み
や
こ
の
八
え
さ
く
ら
け
ふ
こ
ゝ
の
え
に
に
ほ
ひ
ぬ
る
か
な	

伊
勢
大
輔

62	

夜
を
こ
め
て
鳥
の
そ
ら
ね
は
は
か
る
と
も
よ
に
あ
ふ
さ
か
の
せ
き
は
ゆ
る
さ
し	

清
少
納
言

63	

今
は
た
ゝ
お
も
ひ
た
え
な
ん
と
は
か
り
を
人
つ
て
な
ら
て
い
ふ
よ
し
も
か
な	

左
京
大
夫
道
雅

64	

あ
さ
ほ
ら
け
う
ち
の
川
き
り
た
え
〳
〵
に
あ
ら
は
れ
わ
た
る
せ
ゝ
の
あ
し
ろ
木	

権
中
納
言
定
頼

65	

う
ら
み
わ
ひ
ほ
さ
ぬ
袖
た
に
あ
る
も
の
を
恋
に
く
ち
な
ん
な
こ
そ
お
し
け
れ	

相
模

66	

も
ろ
と
も
に
あ
は
れ
と
お
も
へ
山
さ
く
ら
は
な
よ
り
ほ
か
に
し
る
人
も
な
し	

大
僧
正
行
尊

67	

春
の
夜
の
夢
は
か
り
な
る
手
ま
く
ら
に
か
ひ
な
く
た
ゝ
ん
な
こ
そ
お
し
け
れ	

周
防
内
侍

68	

心
に
も
あ
ら
て
う
き
世
に
な
か
ら
へ
は
恋
し
か
る
へ
き
夜
は
の
月
か
な	

三
条
院

69	

あ
ら
し
吹
み
む
ろ
の
山
の
も
み
ち
は
ゝ
た
つ
た
の
川
の
に
し
き
な
り
け
り	
能
因
法
師

70	

さ
ひ
し
さ
に
や
と
を
た
ち
出
て
な
か
む
れ
は
い
つ
く
も
お
な
し
秋
の
夕
く
れ	
良
暹
法
師

71	

夕
さ
れ
は
か
と
た
の
い
な
は
を
と
つ
れ
て
あ
し
の
丸
屋
に
秋
風
そ
ふ
く	

大
納
言
経
信

72	

を
と
に
き
く
た
か
し
の
は
ま
の
あ
た
な
み
は
か
け
し
や
袖
の
ぬ
れ
も
こ
そ
す
れ	

祐
子
内
親
王
家
紀
伊

73	

高
砂
の
お
の
へ
の
さ
く
ら
さ
き
に
け
り
と
や
ま
の
か
す
み
た
ゝ
す
も
あ
ら
な
ん	

権
中
納
言
匡
房

74	

う
か
り
け
る
人
を
は
つ
せ
の
山
お
ろ
し
は
け
し
か
れ
と
は
い
の
ら
ぬ
も
の
を	

源
俊
頼
朝
臣

75	

ち
き
り
を
き
し
さ
せ
も
か
露
を
い
の
ち
に
て
あ
は
れ
こ
と
し
の
秋
も
い
ぬ
め
り	

藤
原
基
俊

76	

和
田
の
原
こ
き
出
て
み
れ
は
久
か
た
の
雲
井
に
ま
か
ふ
お
き
つ
し
ら
な
み	

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

77	

せ
を
は
や
み
岩
に
せ
か
る
ゝ
た
き
川
の
わ
れ
て
も
す
ゑ
に
あ
は
ん
と
そ
お
も
ふ	

崇
徳
院

78	

あ
は
ち
嶋
か
よ
ふ
千
鳥
の
な
く
こ
ゑ
に
い
く
夜
ね
さ
め
ぬ
す
ま
の
せ
き
も
り	

源
兼
昌

79	

秋
風
に
た
な
引
雲
の
た
え
ま
よ
り
も
れ
い
つ
る
月
の
か
け
の
さ
や
け
さ	

左
京
大
夫
顕
輔

80	

な
か
ゝ
ら
ん
心
も
し
ら
す
く
ろ
か
み
の
み
た
れ
て
け
さ
は
も
の
を
こ
そ
お
も
へ	

待
賢
門
院
堀
河

81	

ほ
と
ゝ
き
す
な
き
つ
る
か
た
を
な
か
む
れ
は
た
ゝ
有
明
の
月
そ
の
こ
れ
る	

後
徳
大
寺
左
大
臣

82	

お
も
ひ
わ
ひ
さ
て
も
い
の
ち
は
あ
る
も
の
を
う
き
に
た
え
ぬ
は
な
み
た
な
り
け
り	

道
因
法
師

83	

世
の
中
よ
み
ち
こ
そ
な
け
れ
お
も
ひ
入
山
の
お
く
に
も
し
か
そ
な
く
な
る	

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

84	

な
か
ら
へ
は
ま
た
こ
の
こ
ろ
や
し
の
は
れ
ん
う
し
と
み
し
よ
そ
い
ま
は
恋
し
き	

藤
原
清
輔
朝
臣

85	

夜
も
す
か
ら
も
の
お
も
ふ
こ
ろ
は
あ
け
や
ら
ぬ
ね
や
の
ひ
ま
さ
へ
つ
れ
な
か
り
け
り	

俊
恵
法
師

86	

な
け
ゝ
と
て
月
や
は
も
の
を
お
も
は
す
る
か
こ
ち
か
ほ
な
る
我
な
み
た
か
な	

西
行
法
師

87	

む
ら
雨
の
露
も
ま
た
ひ
ぬ
ま
き
の
は
に
き
り
た
ち
の
ほ
る
秋
の
夕
く
れ	

寂
蓮
法
師

88	

な
に
は
え
の
あ
し
の
か
り
ね
の
一
よ
ゆ
へ
身
を
つ
く
し
て
や
こ
ひ
わ
た
る
へ
き	

皇
嘉
門
院
別
当

89	

玉
の
を
よ
た
え
な
は
た
え
ね
な
か
ら
へ
は
し
の
ふ
る
こ
と
の
よ
は
り
も
そ
す
る	

式
子
内
親
王

90	

み
せ
は
や
な
を
し
ま
の
あ
ま
の
袖
た
に
も
ぬ
れ
に
そ
ぬ
れ
し
色
は
か
は
ら
す	

殷
富
門
院
大
夫

91	

き
り
〳
〵
す
な
く
や
し
も
よ
の
さ
む
し
ろ
に
衣
か
た
し
き
ひ
と
り
か
も
ね
ん	

後
京
極
摂
政
太
政
大
臣

92	

わ
か
袖
は
し
ほ
ひ
に
み
え
ぬ
お
き
の
い
し
の
人
こ
そ
し
ら
ね
か
は
く
ま
も
な
し	

二
条
院
讃
岐

93	

世
の
中
は
つ
ね
に
も
か
も
な
な
き
さ
こ
く
あ
ま
の
を
ふ
ね
の
つ
な
て
か
な
し
も	

鎌
倉
右
大
臣

94	

み
よ
し
の
ゝ
山
の
秋
風
さ
よ
ふ
け
て
ふ
る
さ
と
さ
む
く
こ
ろ
も
う
つ
な
り	

参
議
雅
経

95	

お
ほ
け
な
く
う
き
世
の
た
み
に
お
ほ
ふ
か
な
我
た
つ
そ
ま
に
す
み
そ
め
の
そ
て	

前
大
僧
正
慈
円

96	

花
さ
そ
ふ
あ
ら
し
の
庭
の
雪
な
ら
て
ふ
り
行
も
の
は
わ
か
身
な
り
け
り	

入
道
前
太
政
大
臣

97	

こ
ぬ
人
を
ま
つ
ほ
の
う
ら
の
夕
な
き
に
や
く
や
も
し
ほ
の
身
も
こ
か
れ
つ
ゝ	

権
中
納
言
定
家

98	

風
そ
よ
く
な
ら
の
小
川
の
夕
く
れ
は
み
そ
き
そ
な
つ
の
し
る
し
な
り
け
る	

従
二
位
家
隆

99	

人
も
お
し
人
も
う
ら
め
し
あ
ち
き
な
く
よ
を
思
ふ
ゆ
へ
に
も
の
お
も
ふ
身
は	

後
鳥
羽
院

100	

も
ゝ
し
き
や
ふ
る
き
の
き
は
の
し
の
ふ
に
も
な
を
あ
ま
り
あ
る
む
か
し
な
り
け
り	

順
徳
院

三　
影
印
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︻
付
記
︼

　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
図
書
館
か
ら
『
ゑ
入
尊
圓
百
人
一
首
』
及

び
素
庵
本
模
刻
画
『
百
人
一
首
』
の
掲
載
許
可
、
武
庫
川
女
子
大
学
附
属
図
書
館
か
ら
延
宝

六
年
刊
『
百
人
一
首
像
讃
抄
』
の
掲
載
許
可
、上
田
市
立
上
田
図
書
館
か
ら
花
月
文
庫
蔵
「
長

谷
川
光
信
画
百
人
一
首
」
の
閲
覧
・
撮
影
・
掲
載
許
可
を
賜
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
産
業
大
学
図
書
館
か
ら
は
、「
百
人
一
首
か
る
た
」
の
閲
覧
・
掲
載
許
可
を
賜

り
、
同
カ
ル
タ
の
画
像
デ
ー
タ
を
御
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
記
し
て
、
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

︻
註
︼

註
１

｢

百
人
一
首
絵｣

（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
第
48
巻
１
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）

　

な
お
、『
百
人
一
首
』
の
歌
仙
絵
に
関
し
て
は
、
以
下
の
先
行
研
究
も
参
考
に
し
た
。

　

①
島
津
忠
夫
「
百
人
一
首
成
立
の
背
景
︱
歌
仙
絵
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
︱｣

（『
国
語

国
文
』
第
31
巻
第
10
号
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
）

　

②
島
津
忠
夫
訳
注
『
新
版
百
人
一
首
』（
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
、
一
九
九
九
年
）

　

③
江
橋
崇
「
百
人
一
首
か
る
た
成
立
期
の
謎｣

（『
月
刊
文
化
財
』
№
328
、一
九
九
一
年
一

月
）

　

④
江
橋
崇
『
も
の
と
人
間
の
文
化
史
173		

か
る
た
』（
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
五
年
）

　

⑤
吉
海
直
人
「｢

百
人
一
首｣

と
か
る
た
絵｣

（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
第
63
巻
８
号
、

一
九
九
八
年
八
月
）

　

⑥
吉
海
直
人
『
百
人
一
首
へ
の
招
待
』（
ち
く
ま
新
書
、
一
九
九
八
年
）

　

⑦
吉
海
直
人
『
百
人
一
首
か
る
た
の
世
界
』（
新
典
社
新
書
、
二
〇
〇
八
年
）

　

⑧
吉
田
幸
一
編
著
『
百
人
一
首
為
家
本
・
尊
円
親
王
本
考
』（
笠
間
書
院
、一
九
九
九
年
）

註
２　

花
月
文
庫
分
類
・
請
求
番
号
：
百
人
一
首
・
１
。
登
録
書
名
：『
百
人
一
首
』。
光
信

本
に
つ
い
て
は
同
本
を
参
照
・
引
用
し
た
。

註
３　

素
庵
本
に
つ
い
て
は
、
吉
田
幸
一
前
掲
書
（
註
１
⑧
）
所
収
の
影
印
を
参
照
・
引
用

し
た
。

註
４　

延
宝
六
年
刊
『
像
讃
抄
』
に
つ
い
て
は
、
武
庫
川
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
百
人
一

首
像
讃
抄
』（
武
庫
川
女
子
大
学
・
武
庫
川
女
子
大
学
短
期
大
学
部
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
画
像

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://id.nii.ac.jp/1479/00000983/

）
を
参
照
・
引
用
し
た
。

註
５　

尊
円
本
に
つ
い
て
は
、
簗
瀬
一
雄
・
榊
原
邦
彦
・
藤
掛
和
美
編
『
和
泉
書
院
影
印
叢

刊
33		

画
入
尊
圓
百
人
一
首
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
二
年
）、
跡
見
学
園
女
子
大
学
図
書
館

蔵
『
ゑ
入
尊
圓
百
人
一
首
』（
刊
年
不
明
。
跡
見
学
園
女
子
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。https://trc-adeac.trc.co.jp/H

tm
l/Im

ageV
iew

/
1171055100/1171055100200010/0010368066/

）
を
参
照
・
引
用
し
た
。

註
６　

中
納
言
兼
輔
が
持
つ
笏
の
有
無

　
　

素
庵
本
（
画
像
①
）
で
は
袍
の
肩
口
付
近
に
見
え
る
襞
が
笏
の
形
に
似
て
い
る
た
め
か
、

尊
円
本
（
画
像
②
。
跡
見
学
園
女
子
大
学
図
書
館
蔵
本
［
註
５
］
に
よ
る
）
の
笏
は
、
素

庵
本
の
袍
の
肩
口
付
近
に
で
き
た
襞
と
ほ
ぼ
同
じ
位
置
に
描
か
れ
て
い
る
。
跡
見
学
園

女
子
大
学
図
書
館
が
所
蔵
す
る
素
庵
本
模
刻
画
『
百
人
一
首
』（
画
像
③
。
跡
見
学
園

女
子
大
学
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
画
像
が
公
開
さ
れ
て
い
る
。http://atdailib2.

atom
i.ac.jp/repo/repository/hyakunin/0000000017/

）
で
は
、
肩
口
付
近
の
襞

は
素
庵
本
と
同
じ
だ
が
、
右
手
に
笏
を
持
つ
姿
が
描
か
れ
る
。
な
お
、『
像
讃
抄
』（
画

像
④
。
詠
者
名
の
上
に
「
二
七
」
と
朱
書
す
る
）
・
光
信
本
（
画
像
⑤
）
の
笏
は
、
装

束
の
襞
に
紛
れ
な
い
状
態
で
描
か
れ
て
い
る
。

　
　

画
像
①
素
庵
本

　
　

画
像
②
尊
円
本



九州産業大学図書館蔵「百人一首かるた」

（42）113

註
７	　

江
橋
崇
前
掲
論
文
（
註
１
③
）

註
８　
吉
海
直
人
前
掲
論
文
（
註
１
⑤
）、
吉
海
直
人
『
だ
れ
も
知
ら
な
か
っ
た｢

百
人
一

首｣

』（
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
一
一
年
。
初
出
は
、
春
秋
社
よ
り
二
〇
〇
八
年
刊
）。

　
　

画
像
④『
像
讃
抄
』

　
　

画
像
⑤ 

光
信
本

　
　

画
像
③ 

素
庵
本
模
刻
画


